
 

介護現場を守る集会 
 

 

STOP！ 介護崩壊 

～介護を守る。働く人を守る。暮らしを守る。～ 

 

 

趣 意 書 

 

我が国では、高齢化の進展に伴い、介護サービスを必要とする人が増加する一方、

介護現場では、深刻な人材不足、物価・光熱水費等の高騰、賃金上昇への対応など、

さまざまな課題が重なり、事業所の経営環境は危機的な状況です。 

介護事業は、公定価格を基本として運営されていることから、一般の産業のよう

に物価や人件費の上昇をサービス価格へ柔軟に転嫁することが出来ず、未だ他産業

との間で大きな賃金格差が生じており、追いつくことが出来ていません。また、医

療機関の従事者との賃金格差も生じています。 

また、介護職員をはじめ介護分野における人材の確保は年々大きな課題となって

います。人材不足によって、介護現場の業務負担が増加し、多様化する介護ニーズ

にも応えることが出来なくなっています。加えて、物価高騰による負担が年々積み

重なり、経営を圧迫しています。 

介護保険サービスは、誰もが将来関わることとなる重要な社会基盤です。介護事

業者、そして介護現場で働く職員を支えることは、地域社会の暮らしを支えること

そのものです。 

しかし、このまま介護現場の人材不足や経営環境の悪化が続けば、必要なときに

必要な介護サービスを受けることができないという事態につながります。これは、

高齢者にとってのみならず、現役世代にとっても介護離職を余儀なくされる事態を

招くなど、日本の社会経済に大きな影響を与えることは明白です。 

こうした介護現場が直面する課題について、介護関係団体がそれぞれの立場を超

えて認識を共有し、介護の現状と課題を広く発信することが必要と考えました。 

そこで、介護関係団体が協同し、介護現場で働く職員をはじめ、関係者が一堂に

会し、介護を取り巻く現状と課題について考える集会を開催いたします。 

介護の現場から寄せられる声を広く社会に届け、持続可能な介護サービスのあり

方について、ともに考える機会とするものです。 

皆様のご参集をお願いいたします。 
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